
研究成果情報 畜産 １２ 肉用牛 バイテク

新技術・情報名 牛受精卵のノンステップ凍結法 分類 ①

１．成果の内容

１)技術・情報の内容及び特徴

体外受精卵を用いて、現地で融解移植が可能であるノンステップ法の

耐凍剤及び融解時の保護剤を検討し、プロピレングリコールを耐凍剤と

したノンステップ法の凍結条件を明らかにした。

（１）耐凍剤に１．６Ｍプロピレングリコールを用いる掲合、平衡時間１５分、

保護剤のｼﾕｸﾛｰｽ濃'度は０．３Ｍで凍結することによって、融解後の生存率及

び脱出率が向上する。

（２）ノンステップ法で凍結した体外受精卵を現地で融解後、直ちに移植す

ることによって、センターで融解後、培養したものを移植する場合と同

等な受胎率が得られる。

（３）融解後の受精卵を５分以上保持すると、生存性が低下する。

（技術の特徴）

体外受精卵を、現地で簡易に移植でき、受精卵の流通が簡便になる。

2)技術・情報の適用効果

凍結受精卵の移植において、簡易に現地で融解後移植できるため、受

精卵移植技術が広範囲で普及する。

3)適用範囲‘

受精卵移植を実施している機関

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）受精卵凍結の試験研究の情報として活用できる。

(2)受卵牛、移植器等の鎗備を事前に済ませた後、受精卵を融解し、速や

かに移植する必要がある。
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２．具体的データ

表１凍結条件と融解後の生存性 (平成２年）

ｼﾕｸﾛｰｽ濃度平衡時間
生存率（％）
(生存匠／供試 庇）

脱出率（％）
(脱出庇／生存歴）

０．３Ｍ

０．２Ｎ

１５分
３０
８０

１２０

１５分
３０

６０
１２０

8３．３
５９．３

５２．８

７８．６

5３．６
２０．０

２２．２
２０．０

(25/３０）

澄淵
(１１／１４）

(１５/２８）
（３/15）

(洲）

7６．０
４３．８
４２．１

１８．２

４０．０

０

５０．０
０

(１９／２５）
(１４/３２）
（８／１９）
（２/１１）

（６/１５）
（０／３）

(:/男

表２融解方法の違いによる受胎率 (平成３年）

融解方法移植頭数受胎頭数

ｾﾝﾀー 融解
現地融解

２０頭
4４

７頭
1５

注）凍結は、ｼﾕｸﾛｰｽ濃度０．３N、平衡

受胎率

３５．０％
4２．９

時間１５分

妊否不明

０頭
９

表３融解後の放置時間と生存性 (平成３年）

放置時間’》
生存率（％）
(生存歴／供試旺） ’ﾙｉｆ蝋

%）
／生存歴）

１分
５

１０

8３．３
６１．１
４７．４

(25/30）
(１１／１８）
（９／１９）

7６．０
７２．７

４４．４

(19／２５）
（８／１１）
（４／９）

注）①凍結は、ｼﾕｸﾛｰｽ濃度0.3M．平衡時間１５分
②１）融解後ストローを３８℃の温水中に放置
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